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中山間地域の幸福度に関する調査 
―山形県西川町を事例にー 
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中山間地域である山形県西川町は、平成 25 年度第 6 次西川町総合計画において町の良さ、楽しさを確認

するための取り組みとして「西川版幸福指標の創設」を掲げている。本研究では、西川町民を対象としたア

ンケート調査を実施し中山間地域の男女別年代別の幸福度について考察した。西川町は幸福度の判断として

重視している項目が全国平均と異なり、特に男性・シルバー世代は収入よりも食への満足感や趣味の時間を、

女性は家族との関係よりも食への満足感や人間関係の良好さを重視していることがわかった。また西川町で

は『食』,『健康』,『趣味』,『人間関係』の項目が幸福に大きく関与することがわかった。 
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1. はじめに 
 
従来の日本のまちづくりは、量的にかつ均質的に整備

されてきた。しかし、少子高齢化や地方の過疎化が進む

現代においてのこれからのまちづくりは、その地域の個

性を活かしたまちづくりが重要であると考える。山形県

西川町は人口 5 千人ほどの町であり、高齢者比率は

2016 年で 40％、進学や就職で若者が町を離れてしまい、

少子高齢化が進み 2040年には総人口 3500人ほどになる

と推測されている。町の総面積の 95％が山林であり、

月山や寒河江ダムなど豊富な観光資源を有している町で

もある。平成 25 年度第 6 次西川町総合計画において町

の良さ、楽しさを確認するための取り組みとして「西川

版幸福指標の創設」を掲げている。 
そこで本研究では、西川町役場の協力を得て西川町民

を対象としたアンケート調査を実施し、幸福であると感

じる要因の 1つである『いきいきとする気持ち』に着目

し、中山間地域の男女年代別の幸福度について考察した。

男性・シルバー世代は収入よりも食への満足感や趣味の

時間を、女性は家族との関係よりも食への満足感や人間

関係の良好さを重視していることがわかった。 
 
2. 調査方法 
 
西川町で行われた、4 つの町民向けのイベントの来訪

者 20代から 90代を対象に、無記名自記式調査用紙を配

布し、262 件のサンプルを収集した。アンケート調査の

回答項目を表-1に示す。 
表-2はいきいきと感じるとき、いきいきと感じないと

きのアンケート項目を示す。 
 

表-1 アンケート調査の回答項目 
項目 設問

性別 選択
年代 記入
同居人の有無 選択
同居人の種類 選択、その他（記入）
住居 選択、その他（記入）
職業 選択、その他（記入）
いきいきと感じるとき 選択、その他（記入）
いきいきと感じるとき感じない時 選択、その他（記入）
人間関係 ５段階評価
経済状況 ５段階評価
仕事環境 ５段階評価
生活環境 ５段階評価

満足度 満足度人生における満足度 グラフ記入

個人属性

いきいき

周囲との関係
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表-2 いきいきと感じるとき、感じないときのアンケート項目 

 

 
3.  調査結果 

 

 

図-1 回答者の年代割合 

 

 

図-2 回答者の男女割合 

 

図-1 にアンケートの回答者の年代割合を示す。20 代、

60代、90代は 10人未満と少ない結果となった。 

今回の分析では、回答者の世代を労働力の中核をなす

15 歳以上 65 歳未満の生産世代と、年金を生活の主な収

入源としているシルバー世代の 2つに分けた。 

図-2 にアンケートの回答者の男女割合を示す。男性

は約 4割、女性は 6割という結果となった。 

  

 図-3 は世代別のいきいきと感じる項目の割合を示し

ている。生産世代の中で割合が最も大きい項目として

『健康』6 割弱が挙げられる。これは、生産世代の約 6

割が健康であると感じるときにいきいきと感じているこ

ととなる。次に大きい項目として順に『趣味』5 割弱、

『収入』4 割強が挙げられる。シルバー世代の中で割合

が大きい項目として順に『健康』8 割弱、『人間関係』

6割強、『趣味』5割弱が挙げられる。 

図-4は世代別のいきいきと感じない項目の割合を示し 

 

図-3 世代別いきいきと感じるとき 

 

 

図-4 世代別いきいきと感じないとき 

 

 

図-5 男女別いきいきと感じるとき 
 

 

図-6 男女別いきいきと感じないとき 
 

ている。生産世代の中で割合が大きい項目として順に

『ストレス』6 割強、『健康』5 割弱、『収入』4 割強、

シルバー世代の中で割合が大きい項目として『健康』6

割弱が挙げられる。 

 図-5 は男女のいきいきと感じる項目の割合を示して

いる。男性の中で割合が最も大きい項目として順に『趣

味』6 割弱、『食』4 割強、『健康』4 割強、女性の中
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で割合が大きい項目として順に『食』6 割弱、『健康』

6割弱、『人間関係』5割強が挙げられる。 

 図-6 は男女のいきいきと感じない項目の割合を示し

ている。男性の中で割合が大きい項目として順に『趣

味』6 割弱、『食』4 割強、『健康』4 割強、女性の中

で割合が大きい項目として順に『食』6 割弱、『健康』

6割弱、『人間関係』5割強が挙げられる。 
 

4. 考察 

 
図-7は小谷みどりの幸福に関する意識調査「どんな人

が幸せなのか-幸福に対する価値観との関連から-」（30
歳以上 89 歳以下の全国の男女 800 人）より引用した幸

福度判断の上位 3項目について性別、年齢層別の割合を

示した表をである。上記論文によると「どの程度幸せか

を判断するにあたって、重視した項目を 3つまで選択し

てもらったところ『健康』7 割弱、『経済的ゆとり』6
割強、『家族関係』6 割弱の回答が突出して多かった。

これは前出した「平成 22 年度国民選好度調査」と同じ

結果である。」と結論づけられている。前出した「平成

22 年度国民選好度調査」とは、内閣府が平成 22 年度に

行った国民専攻度調査を示している。 
 

表-3 上位 3項目の割合比較（全体、男女、世代別） 

30～44歳 45～59歳 60～74歳 75～89歳

65.5% 64.0% 67.4% 48.4% 59.6% 74.8% 80.6%
50.8% 43.6% 56.7%
60.5% 62.0% 59.2% 61.6% 67.0% 60.0% 52.9%
33.6% 26.7% 38.9%
59.0% 52.6% 66.0% 62.1% 55.9% 61.9% 55.9%
31.7% 40.6% 26.8%

健康

収入

家族

32.9% 77.9%

41.1% 22.1%

29.7% 34.6%

生産世代 シルバー世代
男性 女性

世代別

全体

男女別

 

 
 表-3は小谷による幸福度判断の上位 3項目（上）と本

研究におけるいきいきと感じる場合の『健康』、『収

入』、『家族』の全体・男女・世代別の割合（下）を示

している。上記論文の『健康』、『経済的ゆとり』、

『家族関係』の割合と比較すると、本研究で得られた結

果は上記論文で得られた結果より全体的に低い割合を示

していることがわかる。このことから、幸福度の判断と

して全国平均と西川町では重視している項目が異なって

いることが言える。特に『男性-収入』は-35.3%、『女性

-家族』は-39.2%、『シルバー世代-収入』は-34.6%と突出

して低い割合となっており、全国平均と比較すると、男

性・シルバー世代は収入を、女性は家族との関係を幸福

度の判断として重視していないということが言える。 
表-4は本研究におけるいきいきと感じる場合の全体・ 

 
 
 
 

表-4 いきいきと感じるときの上位 4位 

（全体、男女、世代別） 

 

 

表-5 全体のいきいきと感じるとき上位 4項目における男女・

世代別の割合 

 

 

男女・世代別の上位 4項目とその割合を示している。共

通する項目として『食』、『趣味』が挙げられる。 
表-5は本研究におけるいきいきと感じる場合の全体の上

位４項目に着目した場合の男女、世代別割合を示してい

る。『生産世代-健康』、『男性-人間関係』、『生産世

代-人間関係』を除いたすべての割合が４割を超えてい

ることから、『食』、『健康』、『趣味』、『人間関

係』は男女・世代別においても幸福度の判断として重視

する項目であることが考えられる。 

各行動項目の関心度を示すグラフを図-7のように作成

し、Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ、Ⓓの領域に属する関心度評価を行った。

主な行動項目として、いきいきと感じるとき上位４項目

『食』,『健康』,『趣味』,『人間関係』における関心度

の男女間比較を図-8、世代間比較を図-9 に示す。図-9 の

グラフ内部の数字は、年代を表しており、それぞれ 25
～39歳、40~49歳、50~64歳、66歳～79歳、80歳以上を

示している。これらの図より以下のことが言える。 
(1) 食について 

 男性は食に関心が低く、女性は美味しいものを食べ

た・お腹が満たされたときに関心が高い。 

生産世代は美味しいものを食べた・お腹が満たされた

ときに関心が高く、シルバー世代は食に関心が低い。 

(2) 健康について 

 男性は健康状態に関心が低く、女性は健康状態に関心

が高い。 

 生産世代は健康状態に関心がなく、シルバー世代は健

康状態に関心が高くなる。 

(3) 趣味について 

 男性は趣味をしているときに関心が高く、女性は趣味
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に関心が低い。 

 25～39歳、40～49歳は趣味への関心が低く、50～64歳、

65～79歳は趣味をしているときに関心が高くなり、80歳

以上は再び趣味への関心が低くなる。 

(4) 人間関係について 

 男性は人間関係に関心がなく、女性は人間関係が良好

なときに関心が高くなる。 

 生産世代は人間関係に関心がなく、シルバー世代は人

間関係が良好なときに関心が高くなる。 

 

 

図-7 各行動項目の関心度 

 

 
図-8 いきいきと感じるとき上位 4項目における関心度の男女

間比較 

 

図-9 いきいきと感じるとき上位 4項目における関心度の世代

間比較 

 

5. 結論 

 
中山間地域である西川町と全国平均では幸福度の判断

として重視している項目が異なり、特に男性・シルバー

世代は収入よりも食への満足感や趣味の時間を、女性は

家族との関係よりも食への満足感や人間関係の良好さを

重視していることがわかった。また西川町が幸福度の判

断として重視する行動項目は、『食』、『健康』、『趣

味』、『人間関係』であり、町全体としては美味しいも

のを食べたときやお腹が満たされたときと趣味をしてい

るときが幸福に大きく関与すると考えられ、男性・女

性・シルバー世代は健康である感じるときが、また女性、

シルバー世代は人間関係の良好さが幸福に大きく関与す

ると考えられる。今後は、より詳細な全国平均や中山間

地域と反対の環境下である都市部との比較を行い、地域、

住居環境の違いにおける幸福要因についてより明らかに

することで、その地域の個性を活かした新たな住居プラ

ンを提案することができると考える。 
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